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★ ★

美濃焼歴史年表

縄文土器 弥生土器 土師器

縄文時代 弥生時代 古墳時代
奈良

時代 平 安 時 代 鎌倉時代 室 町 時 代 安土桃山時代 江 戸 時 代 明治時代
大正
時代 昭和時代 平成時代

飛鳥

時代

灰釉陶器 山茶碗
大窯の製品

連房式登窯の製品

磁器

古瀬戸系

施釉陶器

（野焼き） 大窯（地上式の窯）
石炭窯

重油窯 ガス窯

5 世紀、朝鮮半島から

日本へ陶器の生産技術

が伝わる（大阪や北九

州で須恵器生産）

美濃焼の始まり

（須恵器の生産技術

が伝わる）

猿投窯（愛知県）で

日本初の高火度釉

（灰釉）誕生

猿投から美濃窯へ灰釉

の技術が伝わる。

緑釉陶器（低火度釉）

も焼かれる

釉薬を掛けること

をやめる。

大量生産の始まり

瀬戸から美濃へ

移動した陶工が

施釉陶器を生産

－窯とロクロの技術伝わる－

窯が地上に

造られる

美濃桃山陶（黄瀬

戸、瀬戸黒、志野）

が焼かれる

唐津（佐賀県）から美濃

窯へ巨大な窯が伝わる

美濃最古の連房式登窯

「元 屋 敷 窯」で、織 部

が焼かれる

瀬戸と美濃で

磁器生産開始

美濃焼、

世界へ進出

（貿 易 開 始、

万博出品）

明治 33 年（1900）

中央線開通

美濃焼の鉄道輸送開始

須恵器

窑 窯（半地下式の窯）

1 世紀14,000
年前

2,５00
年前

５世紀 ７世紀 9 世紀 11 世紀 13 世紀 15 世紀 16 世紀 17 世紀 19 世紀1８世紀 20 世紀 21 世紀

肥 前（佐 賀 県）

で磁器生産開始

（須恵器）

※土器は、基本的に村

で使う分を村の人たち

の手で作りました。

※窯を使って焼かれるや

きものが「陶器」です。

専門技術を持った陶工が

生産しました。

※有機質の粘土が主成分の

「陶 器」に 対 し、「磁 器」は

鉱物原料が主成分で白色度

の高いやきもの

国内生産開始
美濃窯で生産開始

【
や
き
も
の
の
種
類
】【
窯
の
種
類
】

美
濃
焼

国
内
の
窯
業

電気窯

昭和 5 年（1930）

荒川豊蔵が大萱で

志野陶片を発見

美濃桃山陶再発見

　　→桃山陶復興

釉薬に色

が着く

※現在の岐阜県多治見市・土岐市・瑞浪市（東濃地方）を中心とするで地域で生産された陶磁器を「美濃焼」、

　美濃焼が生産された窯業地のことを「美濃窯」と呼びます。

は じ き

あながま

す え き

かいゆうとうき やまぢゃわん
おおがま

れんぼうしきのぼりがま

こせとけい

せゆうとうき

さなげ

★東京国立博物館デジタルコレクション

連房式登窯（複数の焼成室が階段状に連なる窯）
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瑞浪層群

土岐砂礫層蛙目粘土珪砂 ( 石英 )瀬
戸
層
群

風化・分解風化・分解

湖・沼 湖・沼

花崗岩

瑞浪層群

花崗岩

木節粘土
青粘土 カオリン

かこうがん

がいろめねんどあおねんど

きぶしねんど

けいしゃ　せきえい

かこうがん

ときされきそう

古生層
こせいそう

古生層
こせいそう

土岐砂礫層
土岐口陶土層

600万年前

東濃地方では 1300 年もの間、

美濃焼の生産が続いてきました。

美濃焼の長い歴史を支えてきたの

は、豊富な原材料と蓄積された技

術力でした。

【東濃地方に陶土層ができるまで】

大昔に海だった東濃地方では、600 万年前頃に海が退い

ていき、くぼ地に湖や沼ができあがりました。陸地となっ

たところで風化分解した花崗岩などが湖沼に堆積してい

き、やがて陶土層ができあがりました。これは一般に「瀬

戸層群」と呼ばれ、下層の「土岐口陶土層」が木節粘土

や蛙目粘土などを含む陶土層となり、上層の「土岐砂礫層」

と接する辺りからは鉄分を含む壺石や鬼板が産出し、絵

付や釉薬の着色材として用いられてきました。

『多治見市史』 通史編上 図 3 に加筆

【釉薬の発見】

愛知県の猿投窯で、焼成中の窯内で

須恵器に灰が付着して溶け、ガラス

質になることを発見⇒焼成前の素地

に水で溶いた灰を掛けて焼成するよ

うになります。＝「灰釉」の誕生

平安時代（9 世紀）、

東濃地方へ技術が伝わ

り、「灰釉陶器」が生産

されました。

室町時代（15 世紀）～

鬼板（酸化鉄）などを釉薬に混

ぜ、釉薬に色が着くように。

古瀬戸系施釉陶器 ・ 鉄釉天目茶碗
下石西山窯出土

灰釉陶器 ・ 長頸瓶
北丘 8 号窯出土　多治見市教育委員会蔵

【成形の工夫】

【装飾の展開】 【窯の変遷】

古墳時代（5 世紀）、朝鮮半島から伝わったやきも

のの技術の１つにロクロがありました。回転を利

用して成形されるやきものは、円形が基本でした。

安土桃山時代（16 世紀）にな

ると、型を用いた成形技法が

生まれます。

明治時代以降、西洋から石膏型の

技術が入り、現在では、型によっ

て生み出せる形状は無限大！

土型 （左） と型で成形された皿 （右）
清安寺窯出土 ・ 江戸時代 （17 世紀）

扇形の青織部向付
元屋敷窯出土 ・ 江戸時代 （17 世紀）

型 を 使 っ て

様々な形に！

美濃焼の装飾の始

まりは、灰釉陶器

に線刻で絵や文字

を彫ったものです。

室町時代（1６世紀）には、

線刻に加え、「印花」とい

うスタンプを素地に押印

する方法なども行われ、

文様表現が豊かになって

いきます。

安土桃山時代（16 世

紀 末）、「志 野」で 筆

による絵付けが本格

的に始まりました。

明治時代（19 世紀）以降、

摺絵や銅版転写など、量

産に対応した多様な絵付

技法が生み出されます。

仏画が線刻された灰釉陶器
大針起 4 号窯出土　多治見市教育委員会蔵

鉄絵が施された志野大鉢
元屋敷東窯出土

型紙を用いて絵付けされた摺絵皿

◎

◎

印花が施された灰釉折縁皿
元屋敷東 1 号窯出土

◎

①窖窯　
あながま

山の斜面をトンネル状に掘

り抜いた窯です。須恵器か

ら山茶碗の生産まで約 900

年にわたって、徐々に改良

されながら使用されました。

※模式図は山茶碗を焼成した窯です。

焼成室

燃焼室

分炎柱
ぶんえんちゅう

焚口

煙道

　ダンパー
（火炎調節棒）

えんどう

たきぐち
ねんしょうしつ

しょうせいしつ

焼成室
しょうせいしつ

出し入れ口

燃焼室
ねんしょうしつ

分炎柱
ぶんえんちゅう

小分炎柱
しょうぶんえんちゅう

昇炎壁
しょうえんへき

障壁
しょうへき

焚口
たきぐち

煙道部
えんどうぶ

色見穴
いろみあな

匣鉢
さ　や

燃焼室
ねんしょうしつ

焚口
たきぐち

焼成室
しょうせいしつ

いろみあな

色見穴

出し入れ口

狭間
（有段縦狭間式）

さ　ま

隔壁
かくへき

②大窯　

③連房式登窯　

窯が地上に造られるようにな

り、窖窯に比べ熱効率がよくな

りました。天井が高くなり、側

面に製品の出し入れ口が設けら

れました。

複数の焼成室が階段状に連なる

窯で、美濃焼の大量生産化が進

みました。江戸時代初頭に唐津

（佐賀県）から導入され、昭和

時代まで使われました。

おおがま

れんぼうしきのぼりがま

室町～江戸時代
（15 ～ 17 世紀）

飛鳥～室町時代
（７～ 15 世紀）

江戸～昭和時代
（17 ～ 20 世紀）

あながま

からつ

ときぐちとうどそう きぶしねんど

がいろめねんど ときされきそう

つぼいし　　おにいた

かいゆうとうき

さなげ

す え き

かいゆう

おにいた

せっこうがた

かいゆうとうき

いんか

し の

す り え どうばんてんしゃ

す え き

やまぢゃわん

美濃焼の

技 術



長い歴史をもつ美濃焼は、その

時々の需要を巧みに捉え、製品

の種類や出荷先を変えてきまし

た。そして、その製品は全国各

地に流通しました。

平安時代、貴族層向けに作られ始めた灰釉陶器や緑釉陶

器はしだいに生産を拡大し、武士や農民層まで需要を拡

大していきました。内陸の主要幹道「東山道」に近く、

原材料も豊富だった東濃地方は、一大窯業地として発展

し、その製品は全国各地に流通しました。

志野や織部といった茶陶「美濃桃山陶」は、久

尻や大萱（可児市）など、土岐川以北が生産の

中心地となりました。その製品の多くがルート

②（中山道ルート）を通じて、茶の湯の流行の

中心地だった京都や大阪へ出荷されました。

【平安時代】

【安土桃山時代～江戸時代初頭】

瀬戸市　1993　『瀬戸市史』 陶磁史篇 （四） に加筆

　〈室町時代～江戸時代初頭の瀬戸焼・美濃焼の流通経路〉
　〈長野県松本市の遺跡から出土した灰釉陶器と緑釉陶器〉

堀の内遺跡 4 号住居址出土　　松本市教育委員会蔵

京都で出土した美濃桃山陶

京都市蔵 ・京都市指定文化財

①

②

③

①伊勢道ルート
②中山道ルート
③下街道ルート

かいゆうとうき

おおがや

く

じり

美濃焼の

流 通

【江戸時代】 【明治時代～】

江戸時代になると、海運を利用し、大都市江戸に向けて美濃焼が

大量に出荷されるようになります。

江戸時代中期には人口 100 万人を超えたともいわれる江戸は、

外食文化や飲酒習慣、小動物の飼育や植木の趣味など、独自の文

化や生活様式が発展しました。美濃焼は江戸の暮らしの様々な場

面で用いられ、江戸の庶民の暮らしを支えました。

明治時代（19 世紀）以降、石膏型や機械ロクロなどの技術を欧米

から導入し、美濃焼は大量生産化を加速します。

それに加えて、明治 33 年（1900）に中央線多治見駅－名古屋駅

間が開通、同 44 年（1911）には中央線全線が開通し、鉄道によ

る美濃焼の大量輸送が始まります。鉄道

網の広がりとともに、美濃焼は北海道か

ら九州地方まで全国に流通し、一般家庭

に普及していきます。

化粧
道具

外食と飲酒

飲食器

仏具

小鳥の飼育

灯火具

単身赴任の男同士、

ドジョウ鍋や猪鍋を

つつきながら、一杯！

鬢 付 油 を い れ る 容 器。

化粧道具には絵付けで

遊び心を加えて。

金魚や小鳥の

飼育も江戸っ

子の楽しみ。

家の仏壇や神棚には

供えをかかさずに。

江戸の暮らしを
支えた美濃焼

貧乏徳利

土鍋

ビンダライ 仏花瓶

餌猪口（小鳥の餌入れ）

ひょうそく

湯呑

多治見市教育委員会蔵

【世界へ羽ばたく美濃焼】

明治維新を迎えると、世

界へ目を向ける商人や生

産者も現れます。高度な

技術力を駆使した海外向

けの美濃焼は、万国博覧

会へも出品されました。

また、自ら海外へ出店し、

美濃焼の世界展開へ乗り

出した商人もいました。

西浦焼釉下彩珈琲碗皿

多治見から中国へ出店した山竹商店上海支店

多治見市図書館提供

染付銅版飯茶碗

びんづけあぶら

せっこうがた



荒川豊蔵による桃山陶復興

安土桃山時代に美濃窯で誕生した美濃桃

山陶は江戸時代初頭に生産が終了し、や

がて、この地で志野や織部が焼かれてい

たことは忘れ去られていきました。

昭和 5 年（1930）、大萱（現可児市）

の山中で荒川豊蔵が筍絵の描かれた志野

陶片を発見し、その頃は瀬戸焼と思われ

ていた志野や織部が、実は美濃焼だった

ことが明らかになりました。豊蔵は山中

に残る古窯跡や出土する陶片を研究し、

瀬戸黒、志野など美濃桃山陶の復興に取

り組みました。

そして、桃山陶の再現に留まらず、自己

の芸術表現を追求して独自の作風を確立

し、昭和 30 年（1955）に志野と瀬戸

黒の技法で国の重要無形文化財保持者

（いわゆる人間国宝）に認定されました。

荒川豊蔵に続き、自身のルーツを美濃桃山陶に見

出し、復興に取り組む陶芸家たちが現れます。

元屋敷窯のあった土岐市泉町久尻に生まれ、豊蔵

と同時期に桃山陶の復

興に取り組んだのが林

景正・加藤景秋兄弟

でした。

伝統工芸
　としての
　　陶芸家誕生

加藤景秋（1899 ～ 1972）

志野・織部

岐阜県重要無形文化財保持者

【土岐市初の人間国宝】

土岐市駄知町の製陶業の家に生まれた塚本

快示は、陶芸家で古陶磁研究者であった小

山富士夫の著書『影青襍記』に感銘を受け、

青白磁の研究を始めます。

昭和 58 年（1983 ）に白磁・青白磁の

技法で重要無形文化財保持者（人間国宝）

に認定されました。

【桃山復興に取り組んだ第一世代】

林景正（1891 ～ 1988）

黄瀬戸

岐阜県重要無形文化財保持者

塚本快示
（1912 ～ 1990）

白磁・青白磁

国・重要無形文化財保持者
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